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１.はじめに 

 

 近年、観光振興は国の重要施策の 1つとして位置

付けられている。観光産業を主要産業とする沖縄県

においてもその取り組みは顕著である。また、沖縄

観光は、1 泊以上の宿泊を要することからも滞在型

観光としての特徴を含んでいるものと考えられる。

しかし、その観光行動の実態はほとんど把握されて

いない。 

そこで、本研究では沖縄本島を対象として、ツー

リズムに対する理解を深めるために、観光客の行動

特性を明らかにすることを目的とする。そこで、那

覇空港で実施したアンケート調査をもとに分析、考

察する。まず、単純集計及びクロス集計の結果から

行動特性に影響を与える要因の推察を行う。次いで

データマイニングの代表的手法であるアソシエーシ

ョン分析を用いて、観光客が多く訪れる観光地の相

関ルールの抽出を行う。この 2つの結果をふまえて
観光客の行動特性についての考察を行う。 
 
2.アンケート調査実施概要と結果の考察 

 
（1）アンケート調査概要 
 アンケート調査は沖縄旅行を終えた観光客を対象

に那覇空港にて直接面談方式で行い、2007 年 10 月
から 2008年 2月にかけて計 6回 12日間実施した。
回収した総サンプル数は 293部で、観光行動調査に
関する有効サンプル数は 175部であった。以下にア
ンケート調査票の主な項目を示す。 
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ⅰ）個人属性（年齢・性別・職業・住所・結婚・子

どもの有無） 

ⅱ）旅行全般に関する質問（旅行頻度・海外旅行経

験・旅行先決定要因・旅行先に求めるもの） 

ⅲ）今回の沖縄旅行に関する質問（沖縄旅行経験・

沖縄に来た理由・グループ構成・再度来訪希望・

将来の沖縄への居住希望） 

ⅳ）観光行動調査（来訪場所・移動手段） 

 

 （2）アンケート調査結果 
 表-1に旅行先決定要因の上位 5を示す。また、観
光客が旅行に求めるものに関する集計結果を表-2に
示す。さらに、来訪人数の多い観光地の上位 10を表
-3に示す。表-1より観光客が旅行先を決める際、重
要視している項目は「自然」、「歴史的な場所」が上

位を占める結果となった。また、旅行先決定要因に

ついて「自然」と回答した人の約 4割に相当する人
が「歴史的な場所」も同時に選択するという結果が

得られた。このことから、観光客は「自然」、「歴史

的な場所」といった項目を同時に満たす観光地また

は、この 2つの項目を満たす複数の観光地を訪れる
ことが推察される。次に表-2から旅行に求めるもの
として多かった回答が「やすらぎ」という回答であ

った。しかし、表-3の来訪観光地をみると「沖縄美
ら海水族館」、「国際通り」が上位となっている。こ

のことから、観光客の自然、歴史的な場所という旅

行先決定要因は沖縄に訪れることで満足されている

ものと考えることができる。 
さらに調査の際、もう一度訪れたい場所として沖

縄美ら海水族館という声が多く聞かれたことから、

この場所を訪れることが旅行目的の 1つとなってい
ると推察される。 

表-1 旅行先決定要因上位 5（複数回答） 

  人数 

自然 151 
歴史的な場所 114 
まちなみ 67 
ショッピング 56 
文化施設 25 

 

 



表-2 旅行に求めること 

旅行に求めること 人数 

異文化体験 74 
ぜいたく 2 
やすらぎ 112 
新しい知識 9 
出会い 3 

知人と親交を深める 2 
その他 3 

表-3 来訪人数の多い観光地の上位10 

  主要観光施設 人数 
1 沖縄美ら海水族館 本部町 149 
2 国際通り 那覇市 141 
3 首里城公園 那覇市 114 
4 DFSギャラリア沖縄 那覇市 79 
5 ひめゆりの塔 糸満市 60 
6 沖縄アウトレットモール 豊見城市 55 
7 万座毛 恩納村 49 
8 ナゴパイナップルパーク 名護市 42 
9 おきなわワールド 南城市 40 

10 琉球村 読谷村 35 
 

3.観光客の行動特性に関する分析と考察 

 

 アンケートの集計結果から観光客の行動特性に影

響を与える要因として旅行先を決めるときの重要項

目が考えられる。このことから表-1の集計結果をも
とに行動特性を把握するために分析を行う。 

 分析は、データマイニングを行う際に用いられる

代表的手法であるアソシエーション分析 1）2）を用い

た。この分析で観光客が訪れた場所・施設間の繋が

りについて相関ルールの抽出を行う。ここで、分析

を行うにあたり表-3に示した主要観光地の結果を基
に沖縄を 10 のエリアに分類した。これを図-1 に示
す。表-4に旅行先決定要因の各回答者の属性の集計
結果を示す。表-5に旅行先決定要因の各回答者のエ
リアへの来訪人数及び割合を示す。表-6 から表-10
に各回答者における分析結果を示す。分析では以下

の 3つの指標を用いて「エリア Aに行くとエリア B
も行く」といった相関ルールを抽出する。ここで、A
を条件部、 Bを結論部と呼ぶ。 Supportは Aと Bの 
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同時生起確率、Confidenceは行動文脈の強さ、Liftは
行動文脈の有意性を示す指標である。 
表-4の結果より、旅行先決定要因で「ショッピン
グ」、「文化施設」と回答した人にリピーター客が多

いことが分かる。このことから、リピーター客が訪

れる観光地として、この 2つのエリアを含む場所を
選択する傾向があることが推察される。また、旅行

経験の有無に関わらず、「自然」、「歴史的な場所」、

「まちなみ」を重要視することがわかる。     
次にグループ構成をみると、旅行先決定要因の「自

然」、「歴史的な場所」、「まちなみ」の項目において

家族連れの割合が高くなっている。このことから、

家族連れの観光客は「自然」、「歴史的な場所」、「ま

ちなみ」を目的とし、この項目を満たす観光地を訪

れていると推察できる。また、「ショッピング」を観

光目的とするグループ構成としては、友人・カップ

ルで人数、割合ともに高い値を示している。さらに、

前述したように「ショッピング」の項目ではリピー

ター客が多く占めていることから、この項目を満た

す観光地を訪れる人は友人又はカップルのリピータ

ー客に多いことが分かる。 
 表-5 の結果から「沖縄美ら海水族館（A2）」、「読
谷～恩納エリア（A3）」、「那覇（国際通り）（A6）」
において全項目の割合が高くなっている。このこと

から、観光客全体の行動特性として、この 3つのエ
リアを含む行動パターンを有することが明らかとな

った。「本島中部エリア（A4）」、「那覇（新都心）（A5）」
で「ショッピング」を観光目的とする人が高い割合

を示している。さらに、「南部エリア（A9）」におい
ては「文化施設」を観光目的とする人の割合が高く

なっている。この結果と表-4の結果から、この 3つ
のエリアを観光する客の多くはリピーター客である

と考えることができる。 

 
図-1 エリア分類図

M :全サンプル数、V ：サンプル数 
 

 



表-4 各回答者の属性 

「自然」 「歴史的な場所」 「まちなみ」 「ショッピング」 「文化施設」 
  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

ビギナー 40 0.460 35 0.507 19 0.500 14 0.424 5 0.385 旅
行
経
験 

沖
縄
へ
の リピーター 47 0.540 34 0.493 19 0.500 19 0.576 8 0.615 

1人 3 0.034 5 0.072 1 0.026 1 0.030 0 0.000 
家族 52 0.598 39 0.565 19 0.500 12 0.364 4 0.308 
友人 

カップル 
22 0.253 17 0.246 14 0.368 14 0.424 5 0.385 

グ
ル
ー
プ
構
成 知人 10 0.115 8 0.116 4 0.105 6 0.182 4 0.308 

合計 87 1.000 69 1.000 38 1.000 33 1.000 13 1.000 

表-5 各回答者の各エリアへの来訪人数及び割合

  「自然」 「歴史的な場所」 「まちなみ」 「ショッピング」 「文化施設」 

エリア

ID 
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

A1 46 0.529 28 0.406 18 0.474 18 0.529 4 0.308 
A2 64 0.736 47 0.681 27 0.711 18 0.529 7 0.538 
A3 63 0.724 48 0.696 28 0.737 18 0.529 10 0.769 
A4 31 0.356 25 0.362 15 0.395 16 0.471 6 0.462 
A5 34 0.391 22 0.319 14 0.368 20 0.588 4 0.308 
A6 52 0.598 47 0.681 28 0.737 28 0.824 10 0.769 
A7 44 0.506 38 0.551 21 0.553 13 0.382 9 0.692 
A8 27 0.310 17 0.246 10 0.263 11 0.324 0 0.000 
A9 38 0.437 33 0.478 17 0.447 14 0.412 8 0.615 
A10 9 0.103 5 0.072 5 0.132 2 0.059 1 0.077 
表-6 分析結果（｢自然｣と回答した人） 

条件部 結論部 Support Confidence Lift 
A3 A2 0.644 0.889 1.208 
A2 A3 0.644 0.875 1.208 
A1 A2 0.506 0.957 1.300 
A1 A3 0.471 0.891 1.231 
A1 
A3 A2 0.460 0.976 1.326 
A1 
A2 A3 0.460 0.909 1.255 

A7 A2 0.425 0.841 1.143 
A3 
A6 A2 0.425 0.902 1.227 
A2 
A6 A3 0.425 0.925 1.277 
A3 
A7 A2 0.368 0.941 1.279 

表-6、表-7 の分析結果より、「沖縄美ら海水族館
（A2）」を含む相関ルールが多く抽出されたことか
ら、このエリアは観光客全体が訪れることが分かる。

そこで、そのエリアを含まないルールを見ると表-6
では「北部エリア（A1）に行く人は読谷～恩納エリ
ア（A3）にも行く」という相関ルールが残る。この
2 つのエリアは自然や海、ビーチといった観光地が
集中していることから、「自然」を重点としている観

光客のニーズを満たすエリアと考えられる。表-7で

は「那覇（首里）（A7）に行く人は那覇（国際通り）
（A6）にも行く」というルールが抽出された。また、
この 2つのエリアは距離的にも近い場所であり、那
覇（首里）（A7）で観光した後、那覇（国際通り）（A6）
でお土産を買うといった行動パターンであると考え

られる。さらに、表-7でも「北部エリア（A1）に行
く人は読谷～恩納エリア（A3）にも行く」というル
ールが抽出されたことから、「自然」、「歴史的な場所」

は似たような行動特性を持つことが明らかとなった。 
表-7 分析結果（「歴史的な場所」と回答した人） 
条件部 結論部 Support Confidence Lift 

A2 A3 0.594 0.872 1.254 
A3 A2 0.594 0.854 1.254 
A7 A6 0.449 0.816 1.198 
A2 
A6 A3 0.406 0.933 1.342 
A3 
A6 A2 0.406 0.824 1.209 

A1 A2 0.377 0.929 1.363 
A1 A3 0.348 0.857 1.232 
A2 
A7 A3 0.348 0.857 1.232 
A3 
A7 A2 0.348 0.889 1.305 
A1 
A2 A3 0.333 0.885 1.271 



表-8 分析結果（「まちなみ」と回答した人） 

条件部 結論部 Support Confidence Lift 
A2 A3 0.605 0.852 1.156 
A3 A2 0.605 0.821 1.156 
A2 
A6 A3 0.500 0.905 1.228 
A2 
A3 A6 0.500 0.826 1.121 
A3 
A6 A2 0.500 0.905 1.273 

A7 A6 0.474 0.857 1.163 
A1 A2 0.421 0.889 1.251 
A1 A3 0.421 0.889 1.206 
A9 A3 0.368 0.824 1.118 
A1 
A2 A3 0.368 0.875 1.188 

表-9 分析結果（「ショッピング」と回答した人） 

条件部 結論部 Support Confidence Lift 
A3 A6 0.500 0.944 1.147 
A5 A6 0.500 0.850 1.032 
A1 A2 0.471 0.889 1.679 
A2 A1 0.471 0.889 1.679 
A4 A6 0.412 0.875 1.063 
A1 
A2 A3 0.412 0.875 1.653 
A1 
A3 A2 0.412 1.000 1.889 
A2 
A3 A1 0.412 1.000 1.889 
A1 
A2 A6 0.382 0.813 0.987 
A1 
A6 A2 0.382 0.926 1.754 

表-10 分析結果（「文化施設」と回答した人） 

条件部 結論部 Support Confidence Lift 
A7 A6 0.692 1.000 1.300 
A6 A7 0.692 0.900 1.300 
A3 A6 0.692 0.900 1.170 
A6 A3 0.692 0.900 1.170 
A7 A3 0.615 0.889 1.156 
A3 A7 0.615 0.800 1.156 
A3 
A7 A6 0.615 1.000 1.300 
A6 
A7 A3 0.615 0.889 1.156 
A3 
A6 A7 0.615 0.889 1.284 

A9 A3 0.538 0.875 1.138 
 表-8の分析結果からも表-6、表-7同様の相関ルー
ルが抽出された。これと表-4、表-5 の結果より、家
族連れの観光客が、特にこの行動パターンをとるこ

とが分かった。 
 次に表-9の分析結果をみると、上述した表-6から
表-8の分析結果とは異なり、「那覇（国際通り）（A6）」
を含む相関ルールが多く抽出された。また、「読谷～

恩納エリア（A3）」にはリゾートホテルといった宿

泊施設が多く存在するエリアでもある。このことか

ら、「読谷～恩納エリア（A3）に行く人は那覇「国
際通り（A6）にも行く」というルールは、「リゾー
トホテルに宿泊し国際通りで買い物をする」と解釈

できるものと推察できる。また、表-4の結果から友
人、カップルで訪れるリピーター客にこの行動をと

る傾向があることが分かる。次に「那覇（新都心）

（A5）に行く人は那覇（国際通り）（A6）にも行く」
という相関ルールが抽出されている。「那覇（新都心）

（A5）」には大型免税店や他の商業施設が多く存在
するエリアであり、「那覇（国際通り）（A6）」につ
いても同様のことがいえる。よってこの 2つのエリ
アは旅行先決定要因として選択した観光客のニーズ

を満たす観光エリアであると考えられる。しかし、

「那覇（国際通り）（A6）」にもビジネスホテルとい
った宿泊施設が多数ある。よって、宿泊地の選択の

違いによりどちらの行動パターンをとるのか異なる

ものと考えられる。この違いに影響をもたらす要因

として表-2における旅行先に求めるものの違いであ
ると考えられる。 
 表-10 の分析結果から「文化施設」を重点として
選択した人については「読谷～恩納エリア（A3）」、
「那覇（国際通り）（A6）」、「那覇（首里）（A7）」を
含む相関ルールが多く抽出された。これと表-4の結
果をふまえると友人、カップルで訪れるリピーター

客で文化施設を重要視するひとはこの 3つのエリア
を回遊するという行動特性が明らかとなった。 
 
4.おわりに 

 

 本研究ではツーリズムに対する理解を深めるため

に、観光客の行動特性について分析、考察を行った。

そこで、アンケートの集計結果をもとに行動特性に

影響を及ぼす要因として旅行先決定要因を設定し分

析を行った。その結果、特定のエリアでは旅行の重

点項目に関わらず多くの観光客が訪れ、その他のエ

リアには観光目的を満たすエリアに訪れることが明

らかとなった。 

 今後、観光客のツアー分類をし、沖縄観光の回遊

行動を明確にするための集計、分析が必要となる。 
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